
「
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
形
容
詞
に
つ
い
て蕭

惠

文

一

は
じ
め
に

現
代
日
本
語
形
容
詞
（
本
稿
に
お
い
て
は
形
容
詞
活
用
語
も
「
形
容
詞
」

と
称
す
る
）
に
お
い
て
、「
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味
を
持
つ
形

容
詞
や
、「
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味
に
派
生
す
る
形
容
詞
は
い

く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
で
複
数
の
形
容
詞
が
同
一
の
語
句
を
修
飾
し
、
被

修
飾
語
句
の
「
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
も
の
が
あ
る（

１
）。

本
稿
で
は
、

被
修
飾
語
「
金
額
」
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
の
に
使
わ
れ
る
形
容
詞

を
中
心
に
、
そ
の
差
異
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

ま
ず
、
規
範
的
な
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
新
聞
社
の
記

事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
、「
金
額
」
の
大
き
い
こ
と
を
表
す
の
に
使
わ

れ
て
い
る
形
容
詞
を
収
集
す
る
。
新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
読
売
新
聞

『
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
』、
朝
日
新
聞
『
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
』、
毎
日
新
聞
『
毎

索
』
を
利
用
す
る（

２
）。
検
索
結
果
よ
り
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
「
金
額
の
程

度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
形
容
詞
は
「
い
た
い
」「
い
ち
じ
る
し
い
」「
え

ら
い
」「
ど
え
ら
い
」「
お
そ
ろ
し
い
」「
き
つ
い
」「
す
ご
い
」「
す
さ
ま
じ

い
」「
す
ば
ら
し
い
」「
も
の
す
ご
い
」「
は
か
り
し
れ
な
い
」「
と
て
つ
も
な

い
」「
と
ほ
う
も
な
い
」「
と
ん
で
も
な
い
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。
用
例
数
は

以
下
の
表
１
の
よ
う
に
な
る
（
空
欄
は
用
例
な
し
）
（
３
）

。

表１

計

4

1

2

1

3

1

62

1

1

23

2

32

73

３３

毎日

1

1

20

8

1

8

26

８

朝日

3

1

2

1

2

34

1

11

1

16

33

１５

読売

1

8

1

4

8

14

１０

いたい

いちじるしい

えらい

どえらい

おそろしい

きつい

すごい

すさまじい

すばらしい

ものすごい

はかりしれない

とてつもない

とほうもない

とんでもない
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こ
れ
ら
の
形
容
詞
の
中
で
は
、
特
に
「
す
ご
い
」「
と
ほ
う
も
な
い
」
が

使
わ
れ
て
お
り
、
次
に
「
も
の
す
ご
い
」「
と
て
つ
も
な
い
」「
と
ん
で
も
な

い
」
も
少
数
な
が
ら
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
他
の
形
容
詞
は

用
例
数
が
著
し
く
少
な
い
。以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、本
稿
に
お
い
て
は
「
金

額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
意
味
」
を
持
つ
形
容
詞
の
中
で
、
用
例
が

比
較
的
多
い
「
す
ご
い
」「
も
の
す
ご
い
」「
と
て
つ
も
な
い
」「
と
ほ
う
も

な
い
」「
と
ん
で
も
な
い
」
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
傾
向
や
差
異
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
。

二

文
体
か
ら
見
る
形
容
詞
の
使
用
傾
向

新
聞
社
三
紙
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
用
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

用
例
が
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
文
体
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
（
本

分
類
は
筆
者
が
従
来
導
入
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
拙
稿
（
２
０
２
０
）
を

参
照
さ
れ
た
い
）。

A
投
書
、
B
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
Ｑ
＆
Ａ
・
座
談
会
な
ど
、

C
ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
内
の
「

」（
会
話
引
用
）、
D
ニ
ュ
ー
ス
・
記
事

『
A
投
書
』
は
読
者
か
ら
の
投
稿
で
口
頭
表
現
が
出
や
す
く
、
規
範
的
に

書
か
れ
て
い
る
『
D
ニ
ュ
ー
ス
・
記
事
』
と
は
位
相
が
異
な
り
得
る
。『
B

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
Ｑ
＆
Ａ
・
座
談
会
な
ど
』
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
発
し

た
言
語
表
現
が
、
記
事
内
容
に
生
か
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
C
ニ
ュ

ー
ス
や
記
事
内
の
「

」（
会
話
引
用
）』
は
、
A

B
以
外
の
「
ニ
ュ
ー
ス

や
記
事
」
の
文
章
の
中
に
引
用
符
を
付
し
、
会
話
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て

い
る
部
分
で
あ
る
。
B
と
同
じ
く
、
発
話
者
の
表
現
が
現
出
し
や
す
い
こ
と

を
ふ
ま
え
て
の
分
類
で
あ
る
。『
D
ニ
ュ
ー
ス
・
記
事
』
は
、
A

B

C

以
外
の
も
の
で
あ
り
、
各
社
の
規
範
的
な
日
本
語
が
表
れ
や
す
い
と
考
え
ら

れ
る
記
事
で
あ
る
。
と
り
あ
げ
る
形
容
詞
の
用
例
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
文
体

で
分
類
し
た
も
の
は
次
の
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

「
い
た
い
金
額
」「
い
ち
じ
る
し
い
金
額
」「
え
ら
い
金
額
」「
ど
え
ら
い

金
額
」「
お
そ
ろ
し
い
金
額
」「
き
つ
い
金
額
」「
す
さ
ま
じ
い
金
額
」「
す
ば

表２

Ｂ＋Ｃ

0

1

2

0

0

0

46

0

1

7

0

6

21

17

Ｃ

15

4

1

1

13

Ｂ

1

2

31

1

3

5

20

4

Ａ

3

1

1

8

1

3

1

11

7

5

Ｄ

1

1

2

8

13

1

15

45

11

「いたい金額」

「いちじるしい金額」

「えらい金額」

「どえらい金額」

「おそろしい金額」

「きつい金額」

「すごい金額」

「すさまじい金額」

「すばらしい金額」

「ものすごい金額」

「はかりしれない金額」

「とてつもない金額」

「とほうもない金額」

「とんでもない金額」
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ら
し
い
金
額
」「
は
か
り
し
れ
な
い
金
額
」
の
文
体
別
の
使
用
傾
向
に
つ
い

て
は
、
用
例
数
が
少
な
い
た
め
傾
向
を
判
断
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

「
す
ご
い
金
額
」
の
文
体
別
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て
は
、
表
の
通
り
全
体

用
例
６２
例
の
う
ち
、
A
に
８
例
（
１２
・
９
％
）、
B
に
３１
例
（
５０
％
）、
C
に

１５
例
（
２４
・
１
％
）、
D
に
８
例
（
１２
・
９
％
）
が
あ
り
、
B
と
C
を
合
わ

せ
た
会
話
的
な
文
体
に
は
４６
例
（
７４
・
２
％
）
が
あ
る
。「
す
ご
い
金
額
」
は

会
話
的
な
文
体
に
用
い
ら
れ
や
す
い
こ
と
が
分
か
り
、「
金
額
の
程
度
が
大

き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味
で
の
「
す
ご
い
」
は
口
頭
語
的
な
語
の
性
質
が
強

い
と
見
て
と
れ
る
。

「
も
の
す
ご
い
金
額
」
の
文
体
別
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て
は
、
全
２３
例
の

う
ち
、A
に
３
例
（
１３
％
）、B
に
３
例
（
１３
％
）、C
に
４
例
（
１７
・
4
％
）、

D
に
１３
例
（
５６
・
５
％
）
が
あ
る
。
B
と
C
を
合
わ
せ
た
会
話
的
な
文
体
に

７
例
（
30
・
4
％
）
が
あ
る
。「
も
の
す
ご
い
金
額
」
が
最
も
多
く
使
わ
れ

て
い
る
文
体
は
D
で
あ
り
、「
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味

で
の
「
も
の
す
ご
い
」
は
文
章
語
的
な
語
の
性
質
が
比
較
的
強
い
と
見
て
と

れ
る
。

「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
の
文
体
別
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て
は
、
全
３２
例

の
う
ち
、
A
１１
例
（
３４
・
４
％
）、
B
に
５
例
（
１５
・
６
％
）、
C
に
１
例

（
３
・
１
％
）、
D
に
１５
例
（
４６
・
９
％
）
が
あ
る
。
B
と
C
を
合
わ
せ
た
会

話
的
な
文
体
に
６
例
（
１８
・
８
％
）
が
あ
る
。「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
が

最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
文
体
は
文
章
語
的
な
文
体
D
で
あ
り
、
次
に
多
く

使
わ
れ
て
い
る
文
体
は
投
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
金
額
の
程
度
が

大
き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味
で
の
「
と
て
つ
も
な
い
」
は
、
文
章
語
的
な
語

の
性
質
が
比
較
的
強
い
と
見
て
と
れ
る
。

「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
の
文
体
別
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て
は
、
全
７３
例

の
う
ち
、
A
に
７
例
（
９
・
６
％
）、
B
に
２０
例
（
２７
・
４
％
）、
C
に
７
例

（
１
・
４
％
）、
D
に
４５
例
（
６１
・
６
％
）
が
あ
る
。
B
と
C
を
合
わ
せ
た
会

話
的
な
文
体
に
２１
例
（
２８
・
８
％
）
が
あ
る
。「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
が

最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
文
体
は
D
で
あ
り
、
次
い
で
会
話
的
な
文
体
で
使

わ
れ
て
い
た
。「
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味
で
の
「
と
ほ

う
も
な
い
」
は
、
文
章
語
的
な
語
の
性
質
が
比
較
的
強
い
と
見
て
と
れ
る
。

「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
に
つ
い
て
は
、
全
３３
例
の
う
ち
、
A
に
５
例

（
１５
・
１
％
）、
B
に
４
例
（
１２
・
１
％
）、
C
に
１３
例
（
３９
・
４
％
）、
D
に

１１
例
（
３３
・
３
％
）
が
あ
る
。
B
と
C
を
合
わ
せ
た
会
話
的
な
文
体
が
１７
例

（
５１
・
５
％
）
見
ら
れ
、「
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味
で
の

「
と
ん
で
も
な
い
」
は
口
頭
語
的
な
語
の
性
質
が
比
較
的
強
い
と
見
て
と
れ

る
。各

文
体
か
ら
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
使
用
傾
向
を
見
る
と
、
A
に
最
も
多

く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
（
３４
・
４
％
）」
で
あ
る
。

B
と
C
を
合
わ
せ
た
会
話
的
な
文
体
に
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
す

ご
い
金
額
（
７４
・
２
％
）」
で
あ
り
、
次
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
と

ん
で
も
な
い
金
額
（
５１
・
５
％
）」
で
あ
る
。
D
と
い
う
文
章
語
的
な
文
体

に
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
（
６１
・
６
％
）」

で
あ
り
、
次
い
で
「
も
の
す
ご
い
金
額
（
５６
・
５
％
）」
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
結
果
を
総
合
的
に
見
る
と
、
会
話
的
な
文
体
に
最
も
多
く
使

わ
れ
て
い
る
の
は
「
す
ご
い
金
額
」
で
あ
り
、「
す
ご
い
金
額
」
が
最
も
多

く
使
わ
れ
て
い
る
文
体
も
会
話
的
な
文
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
す
ご
い
金

額
」
は
口
頭
語
的
な
語
の
性
質
が
強
い
と
見
て
と
れ
る
。「
と
ん
で
も
な
い

金
額
」
は
会
話
的
な
文
体
に
二
番
目
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
と
ん
で

も
な
い
金
額
」
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
文
体
は
会
話
的
な
文
体
で
あ
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り
、
会
話
的
な
文
体
で
「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
の
半
分
以
上
の
使
用
率
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
は
口
頭
語
的
な
語
の
性

質
が
比
較
的
強
い
と
判
断
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

文
章
的
な
文
体
で
あ
る
D
で
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
と
ほ
う
も

な
い
金
額
」
で
あ
り
、「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い

る
文
体
も
文
章
的
な
文
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
は

文
章
語
的
性
質
が
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
D
で
二
番
目
に
多
く
使
わ

れ
て
い
る
「
も
の
す
ご
い
金
額
」
も
、
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
文
体
が
文

章
語
的
な
文
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
章
語
的
性
質
が
比
較
的
強
い
と
推
測

さ
れ
る
。

「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
に
つ
い
て
は
、
A
の
文
体
に
最
も
多
く
使
わ
れ

て
い
る
の
は
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
で
あ
る
が
、「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」

が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
文
体
は
D
で
あ
り
、
し
か
も
半
数
近
く
の
使
用

率
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
も
文
章
語
的
性
質

が
比
較
的
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、「
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
意
味
合
い
で
口
頭
語

的
性
質
が
比
較
的
強
い
の
は
「
す
ご
い
」「
と
ん
で
も
な
い
」
で
あ
り
、
文

章
語
的
性
質
が
比
較
的
強
い
の
は
「
と
ほ
う
も
な
い
」「
も
の
す
ご
い
」「
と

て
つ
も
な
い
」
で
あ
る
と
見
て
と
れ
る
。

三

文
脈
か
ら
見
る
形
容
詞
の
差
異

前
節
で
見
た
用
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝

の
前
後
に
使
わ
れ
て
い
る
語
句
や
共
起
す
る
文
脈
に
よ
っ
て
、「
金
額
の
程

度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す
」
形
容
詞
の
使
用
傾
向
や
差
異
な
ど
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

ま
ず
、｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
後
ろ
に
﹇
に
な
る
（
活
用
形
を
含
む
）﹈
や

﹇
と
な
る
（
同
）﹈
が
来
る
も
の
や
、﹇
〜
す
れ
ば
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝﹈
と
い

う
文
脈
は
、
そ
の
用
例
に
〝
推
定
〞
の
意
味
合
い
が
読
み
と
れ
る
た
め
、
こ

れ
ら
は
〈
推
定
の
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る（

４
）。

｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
前
後
に
﹇
に
な
る
（
活
用
形
を
含
む
）﹈
や
﹇
と

な
る
（
活
用
形
を
含
む
）﹈
が
使
わ
れ
ず
、｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
前
に
﹇
〜

で
見
た
ら
﹈﹇
〜
で
は
﹈﹇
〜
を
基
準
に
考
え
る
と
﹈﹇
〜
と
比
べ
れ
ば
﹈﹇
〜

か
ら
見
れ
ば
﹈
な
ど
の
よ
う
な
文
脈
が
あ
る
も
の
、﹇
〜
か
ら
見
て
も
﹈﹇
〜

に
は
﹈﹇
〜
に
と
っ
て
﹈﹇
〜
に
し
て
は
﹈﹇
〜
と
し
て
は
﹈
や
、﹇
こ
の
ご
時

世
で
﹈﹇
当
時
（
で
／
で
は
／
は
）﹈﹇
〜
の
頃
の
〜
は
﹈﹇
〜
の
時
の
〜
は
﹈

な
ど
の
よ
う
な
文
脈
が
あ
る
も
の
は
、
用
例
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
〝
あ
る
基
準

に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
〞
の
意
味
合
い
が
読
み
と
れ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉

に
分
類
さ
れ
る（

５
）。｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
前
に
﹇｛
金
額
の
数
字
｝
と
い
う

（
の
は
）﹈
が
あ
る
文
脈
は
、〈
金
額
の
数
字
イ
コ
ー
ル
金
額
の
程
度
が
大
き

い
こ
と
の
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る（

６
）。｛

形
容
詞
＋
金
額
｝
の
後
ろ
に
助
詞
の

「
が
」「
の
」「
を
」「
は
」
が
来
る
も
の
は
、｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
一
語
か

の
よ
う
に
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
と
読
み
と
れ
る
た
め
、〈｛
形
容
詞
＋

金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、｛
形
容

詞
＋
金
額
｝
の
後
ろ
に
﹇
に
関
す
る
﹈
が
共
起
す
る
用
例
も
〈｛
形
容
詞
＋

金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る（

７
）。﹇「｛
形
容
詞
＋

金
額
｝」（＝
会
話
引
用
）﹈﹇｛
形
容
詞
＋
金
額
｝（＝

一
文
）﹈﹇｛
形
容
詞
＋

金
額
｝
と
感
慨
深
げ
。﹈﹇（
会
話
的
な
文
体
に
お
い
て
）
〜
｛
形
容
詞
＋
金

額
｝
だ
／
で
す
（
同
じ
意
味
・
機
能
を
持
つ
助
動
詞
も
含
む
）（
活
用
形
を
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含
む
）﹈
な
ど
の
よ
う
な
も
の
、
お
よ
び
﹇
文
脈
の
特
徴
が
見
ら
れ
な
い
も

の
﹈
の
一
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
に
お
い
て
そ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が

感
想
な
ど
を
表
す
一
言
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
読
み
と
れ
る
た
め
、〈｛
形

容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ

る（
８
）。次

の
三
―

一
か
ら
三
―

五
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
た
〈
文
脈
〉
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
各
〈
文
脈
〉
の
項
の
最
初
に
、
ま
ず
一
部
の
用
例
を
示
す
が
、

文
に
不
足
が
あ
る
場
合
に
は
﹇
注
：
﹈
を
付
け
て
補
足
説
明
す
る
。

三
―

一
〈
推
定
の
文
脈
〉

〈
推
定
の
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
〜
す
れ
ば
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝

新
進
が
カ
ナ
ダ
の
食
品
会
社
と
合
同
で
、
大
豆
加
工
品
の
製
造
販
売
を

す
る
「
新
進
イ
ー
ブ
ス
」
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、０２
年
１０
月
。タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
、
食
の
安
全
を
求
め
る
親
や
カ
ロ
リ
ー
を
気
遣
う
中
高
年
の
男
女

な
ど
だ
。「
需
要
は
消
費
者
の
２
％
程
度
か
も
し
れ
な
い
が
、
浸
透
す

れ
ば
す
ご
い
金
額
」
と
平
田
豊
社
長
（
４９
）。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
４
・
０１
・
０５
）

・
〜
な
ら
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る

三
重
県
警
は
１３
日
、
商
標
法
違
反
の
疑
い
で
押
収
し
た
７
５
１
点
の
偽

ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
伊
勢
署
で
報
道
陣
に
公
開
し
た
（
中
略
）「
こ
れ
が

本
物
な
ら
、
す
ご
い
金
額
に
な
る
」
と
捜
査
員
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
２
・
１２
・
１４
）

携
帯
電
話
は
「
第
三
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
大

容
量
の
通
信
）
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。（
中
略
）
技
術
が
進
歩
し
て
画

面
が
高
精
細
に
な
り
、
映
像
が
鮮
明
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
デ

ー
タ
の
量
は
大
き
く
な
る
。
普
通
の
料
金
体
系
な
ら
、
も
の
す
ご
い
金

額
に
な
る
。

（
読
売
新
聞

２
０
０
４
・
０２
・
２７
）

・
〜
た
ら
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る

「
う
ち
は
子
供
３
人
。
子
ど
も
手
当
が
実
現
し
た
ら
、
す
ご
い
金
額
に

な
る
。
国
の
財
政
が
破
綻
（
は
た
ん
）
し
ち
ゃ
い
ま
す
よ
」

（
読
売
新
聞

２
０
０
９
・
０８
・
１１
）

・
〜
だ
と
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る

担
当
す
る
県
観
光
情
報
発
信
チ
ー
ム
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
コ
ン
テ
を
描

い
て
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
出
し
合
っ
た
り
し
た
が
、「
そ
の
通
り
だ
と

﹇
注
：
コ
ス
ト
が
﹈
と
ん
で
も
な
い
金
額
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
１
・
１２
・
０６
）

・
〜
す
る
と
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る

今
高
齢
者
に
か
か
っ
て
い
る
金
額
×
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の
人
数
で
出

て
く
る
金
額
を
そ
の
ま
ま
、
将
来
の
働
き
手
で
割
り
算
す
る
と
、
年
収

の
３
分
の
１
も
取
り
上
げ
る
と
ん
で
も
な
い
金
額
に
な
る
と
国
民
を
脅

す
。

（
毎
日
新
聞

２
０
０
１
・
０１
・
０９
）

・
〜
で
き
れ
ば
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る

全
国
の
温
泉
地
の
旅
館
と
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
取
引
で
き
れ
ば
、﹇
注
：

利
益
が
﹈
と
ん
で
も
な
い
金
額
に
な
る
と
思
う
よ
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
４
・
１０
・
１３
）

・
〜
を
考
え
れ
ば
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る
／
と
な
る
、

〜
を
考
え
る
と
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る
／
と
な
る

公
費
乱
脈
事
件
に
先
立
っ
て
問
題
と
な
っ
た
大
阪
府
水
道
部
の
架
空
接
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表３

と
ん
で
も
な
い
金
額

３３

１０

３０
・
３
％

と
ほ
う
も
な
い
金
額

７３

７

９
・
６
％

と
て
つ
も
な
い
金
額

３２

１

３
・
１
％

も
の
す
ご
い
金
額

２３

６

２６
・
１
％

す
ご
い
金
額

６２

９

１４
・
５
％

全
用
例
数
〈
推
定
の
文
脈
〉

用
例
数

割
合
（
％
）（１１
）

待
を
裁
判
の
場
で
問
う
た
「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
の
代
表
委
員
、
熊

野
実
夫
さ
ん
（
七
二
）
も
「
明
ら
か
に
な
っ
た
食
糧
費
は
ご
く
一
部

で
、
全
体
を
考
え
る
と
と
ん
で
も
な
い
金
額
に
な
る
」
と
調
査
の
意
義

を
認
め
る
。

（
朝
日
新
聞

１
９
９
５
・
０７
・
２６
）

・｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
な
る
／
に
な
っ
て
い
る
／
に
な
っ
て
〜

今
度
の
衆
院
選
挙
に
一
体
、ど
の
く
ら
い
カ
ネ
が
か
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

公
営
選
挙
の
た
め
に
使
わ
れ
る
政
府
の
経
費
は
ざ
っ
と
７
０
０
億
円
。

そ
れ
に
各
政
党
の
選
挙
資
金
、
各
候
補
者
の
カ
ネ
を
加
え
る
と
、
も
の

す
ご
い
金
額
に
な
る
。

（
毎
日
新
聞

１
９
９
６
・
１０
・
０３
）

私
が
知
る
限
り
指
定
店
は
こ
こ
１０
年
間
変
わ
ら
な
い
。
長
女
が
通
う
高

校
以
外
に
近
隣
の
多
く
の
小
中
高
校
の
制
服
や
体
操
服
、
上
靴
な
ど
も

扱
っ
て
い
る
。
制
服
の
売
り
上
げ
だ
け
で
も
す
ご
い
金
額
に
な
る
。

（
朝
日
新
聞

２
０
１
０
・
０５
・
１０
）

・｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
と
な
る

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
工
事
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
中
止
と
な
っ
た
サ
ハ

リ
ン
と
ロ
シ
ア
本
土
を
結
ぶ
タ
タ
ー
ル
海
峡
（
間
宮
海
峡
）
の
海
底
ト

ン
ネ
ル
建
設
計
画
が
再
浮
上
し
て
い
る
。
財
政
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
実
現
性
は
な
い
と
の
批
判
も
あ
る
。
海
底
ト
ン

ネ
ル
の
建
設
計
画
が
中
止
と
な
っ
た
あ
と
、
ロ
シ
ア
本
土
と
サ
ハ
リ
ン

島
の
間
で
は
、１０
隻
の
連
絡
船
が
ワ
ニ
ノ
港
と
ホ
ル
ム
ス
ク
（
旧
真
岡
）

を
中
心
に
行
き
来
し
、
物
資
搬
運
を
担
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

連
絡
船
の
寿
命
は
２５
年
。
現
在
は
４
隻
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
新
船

建
造
が
急
務
に
な
っ
て
き
た
。
１
隻
あ
た
り
の
建
造
費
は
３
０
０
万
〜

５
０
０
万
ド
ル
で
、
さ
ら
に
ワ
ニ
ノ
、
ホ
ル
ム
ス
ク
両
港
の
改
修
工
事

に
２
０
０
万
ド
ル
、
ワ
ニ
ノ
港
と
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
ナ
ア
ム
ー
レ
間
の

鉄
道
改
修
お
よ
び
途
中
の
ク
ズ
ネ
ツ
キ
ー
・
ト
ン
ネ
ル
の
再
建
工
事
を

加
え
る
と
、
途
方
も
な
い
金
額
と
な
る
。

（
毎
日
新
聞

２
０
０
０
・
０２
・
１０
）

〈
推
定
の
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
用
例
が
そ
れ

ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
全
て
の
用
例
の
中
で
占
め
る
割
合
に
つ
い
て

は
、
表
３
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
推
定
の
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
用
例
の
割
合
が
最
も
著
し
い
の
は

「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」、
次
い
で
「
も
の
す
ご
い
金
額
」
で
あ
る
。〈
推
定

の
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
の
一
つ
の
特
徴

と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

三
―

二
〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉

〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る

も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

逆
に
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
買
収
を
基
準
に
考
え
る
と
、
十
億
ド
ル
と
か

何
十
億
ド
ル
と
い
う
の
は
と
て
つ
も
な
い
金
額
に
思
え
て
く
る
。
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（
読
売
新
聞

１
９
９
８
・
０５
・
１６
）

調
査
し
た
結
果
、
ま
ず
驚
く
の
は
、
中
国
人
観
光
客
の
羽
振
り
の
よ
さ
。

上
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
１０
万
円
以
上
の
予
算
は
当
た
り
前
だ
。（
中
略
）

北
京
市
民
の
平
均
月
収
は
約
４
万
〜
５
万
円
程
度
と
い
わ
れ
る
か
ら
、

途
方
も
な
い
金
額
だ
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
８
・
０３
・
１４
）

﹇
注
：
ジ
ャ
ワ
地
震
復
興
の
募
金
額
に
対
し
て
﹈
総
額
４
７
０
万
円
が

集
ま
っ
た
。
極
端
な
例
で
は
、
日
給
７０
円
な
ん
て
職
業
も
あ
る
国
だ
か

ら
途
方
も
な
い
金
額
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
６
・
１０
・
０６
）

す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
支
給
が
始
ま
っ
た
定
額
給
付
金
。
１
人
１
万
２

千
円
だ
が
、（
中
略
）
長
男
﹇
注
：
小
学
３
年
﹈
は
最
近
、「
友
だ
ち
は

４
人
兄
弟
や
か
ら
、
あ
の
家
は
１０
万
円
を
超
え
る
」
と
ほ
か
の
家
庭
の

計
算
を
す
る
と
い
う
。「
普
段
は
１０
円
、
２０
円
の
世
界
だ
か
ら
２
万
円

は
と
て
つ
も
な
い
金
額
。
頭
の
中
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
」

（
朝
日
新
聞

２
０
０
９
・
０４
・
１５
）

「
た
と
え
ば
、
チ
ャ
ゲ
と
飛
鳥
が
一
人
一
千
万
円
ず
つ
寄
付
を
し
て
合

計
二
千
万
に
な
れ
ば
、
個
人
と
し
て
は
す
ご
い
金
額
で
し
ょ
う
が
全
体

か
ら
見
れ
ば
ほ
ん
の
小
さ
い
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
れ
よ
り
、
日
本
人
全

員
が
ひ
と
り
十
円
寄
付
す
れ
ば
、
十
二
億
円
に
な
る
。（
後
略
）」

（
毎
日
新
聞

１
９
９
３
・
１１
・
０３
）

朝
は
九
時
半
に
パ
チ
ン
コ
店
に
直
行
し
、
夜
は
パ
チ
ン
コ
店
の
蛍
の
光

で
帰
宅
す
る
日
々
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
や
り
つ
く
さ

せ
て
み
せ
よ
う
と
主
人
と
も
ど
も
決
心
し
ま
し
た
。（
中
略
）
良
寛

﹇
注
：
そ
の
人
の
息
子
の
名
前
﹈
名
義
の
貯
金
帳
と
印
鑑
を
渡
し
、
好

き
に
さ
せ
ま
し
た
。
十
六
歳
に
し
て
は
と
て
つ
も
な
い
金
額
の
は
ず
で

す
が
、
も
の
の
み
ご
と
に
使
い
き
り
、
ご
み
箱
に
通
帳
が
捨
て
て
あ
っ

た
と
き
は
さ
す
が
に
涙
が
出
ま
し
た
。

（
朝
日
新
聞

１
９
９
４
・
０４
・
０５
）

連
合
審
査
会
の
会
場
に
は
多
く
の
市
民
が
傍
聴
に
訪
れ
た
。

鹿
児
島
市
の
主
婦
、
中
村
麻
矢
さ
ん
（
３９
）
と
田
室
佐
知
子
さ
ん

（
３８
）
は
「
１
億
円
（
と
い
う
予
算
案
）
は
主
婦
に
は
途
方
も
な
い
金

額
だ
が
、（
中
略
）」
と
話
し
て
い
た
。

（
毎
日
新
聞

２
０
１
３
・
０６
・
２５
）

﹇
注
：
社
長
の
年
収
に
対
し
て
﹈
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
う
ら
や
ま

し
く
も
あ
り
、
と
て
つ
も
な
い
金
額
で
想
像
で
き
な
い
。

（
毎
日
新
聞

２
０
１
１
・
０８
・
０５
）

﹇
注
：
カ
ラ
出
張
に
使
っ
た
県
全
体
の
予
算
の
﹈
十
二
億
円
は
、
住
民

か
ら
み
れ
ば
も
の
す
ご
い
金
額
で
す
。
し
か
し
、
七
千
億
円
を
超
え
る

県
全
体
の
予
算
か
ら
み
れ
ば
ご
く
一
部
で
も
あ
る
。

（
朝
日
新
聞

１
９
９
６
・
１１
・
１０
）

７１
年
に
開
き
ま
し
た
が
、
客
単
価
２
万
〜
３
万
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
。
当
時
す
ご
い
金
額
で
し
た
か
ら
お
客
さ
ん
は
入
ら
ず
、
調
理
場
で

し
ょ
げ
て
い
ま
し
た
。

（
朝
日
新
聞

２
０
１
９
・
０８
・
０９
）

神
戸
大
法
学
部
在
学
中
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
台
本
募
集
に
応
募
、
漫
才
の
台

本
が
入
選
し
た
。

「
賞
金
は
確
か
、
５
万
円
。
当
時
は
す
ご
い
金
額
で
し
た
。
ア
ル
バ

イ
ト
の
つ
も
り
で
い
ろ
ん
な
懸
賞
に
応
募
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
ま
に

か
こ
の
世
界
に
入
っ
て
い
た
ん
で
す
」

（
朝
日
新
聞

２
０
１
０
・
０８
・
０６
）

そ
れ
に
し
て
も
、
昭
和
四
〇
年
頃
の
二
〇
〇
〇
万
円
は
、
途
方
も
な
い
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表４

と
ん
で
も
な
い
金
額

３３

３

９
・
１
％

と
ほ
う
も
な
い
金
額

７３

１２

１６
・
４
％

と
て
つ
も
な
い
金
額

３２

８

２５
・
０
％

も
の
す
ご
い
金
額

２３

４

１７
・
４
％

す
ご
い
金
額

６２

６

９
・
７
％

全
用
例
数

〈
あ
る
基
準
に

お
い
て
は
金
額

の
程
度
が
大
き

い
文
脈
〉
の
用

例
数

割
合
（
％
）（１２
）

表５

と
ん
で
も
な
い
金
額

３３

３

９
・
１
％

と
ほ
う
も
な
い
金
額

７３

１２

１６
・
４
％

と
て
つ
も
な
い
金
額

３２

６

１８
・
８
％

も
の
す
ご
い
金
額

２３

０

０
％

す
ご
い
金
額

６２

５

８
・
１
％

全
用
例
数

〈
金
額
の
数
字

イ
コ
ー
ル
金
額

の
程
度
が
大
き

い
こ
と
の
文

脈
〉
の
用
例
数

割
合
（
％
）（１３
）

金
額
だ
っ
た
。

（
毎
日
新
聞

１
９
９
２
・
０１
・
２８
）

〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い

る
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
用
例
が
そ
れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
全
用

例
の
中
で
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
表
４
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い

る
用
例
の
割
合
が
最
も
著
し
い
の
は
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
で
あ
り
、｛
と

て
つ
も
な
い
金
額
｝
の
用
例
の
４
分
の
１
程
度
が
〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は

金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま

り
、〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉
を
表
す
文
脈

と
最
も
共
起
し
や
す
い
の
は
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
で
あ
り
、
こ
の
文
脈

で
使
わ
れ
る
の
が
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で

き
よ
う
。

三
―

三
〈
金
額
の
数
字
イ
コ
ー
ル
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
の

文
脈
〉

「｛
金
額
の
数
字
｝
と
い
う
（
の
は
）｛
形
容
詞
＋
金
額
｝」
と
い
う
形
で

使
わ
れ
て
お
り
、〈
金
額
の
数
字
イ
コ
ー
ル
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
の

文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
（
Ｍ
Ｓ
）
が
、
米
ヤ
フ
ー
に
対
し
、
総
額
４
４
６

億
円
ド
ル
（
約
４
兆
８
千
億
円
）
と
い
う
途
方
も
な
い
金
額
で
買
収
を

提
案
し
た
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
８
・
０２
・
２１
）

実
際
に
福
井
俊
彦
日
銀
総
裁
は
、
０３
年
３
月
の
総
裁
就
任
直
後
か
ら
、

金
融
機
関
が
決
済
の
た
め
に
日
銀
に
積
み
上
げ
る
当
座
預
金
残
高
目
標

を
３０
兆
〜
３５
兆
円
と
い
う
途
方
も
な
い
金
額
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

（
毎
日
新
聞

２
０
０
６
・
０４
・
１８
）

本
分
類
の
用
例
が
そ
れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
全
て
の
用
例
の
中

で
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
表
５
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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本
文
脈
に
使
わ
れ
て
い
る
用
例
の
割
合
か
ら
見
れ
ば
、「｛
金
額
の
数
字
｝

と
い
う（
の
は
）｛
形
容
詞
＋
金
額
｝」
と
い
う
形
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中

で
、
比
較
的
共
起
し
や
す
い
の
は
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
と
「
と
ほ
う
も

な
い
金
額
」
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
の
が
「
と
て
つ

も
な
い
金
額
」「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
の
一
つ
の
特
徴
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

今
回
収
集
し
て
得
ら
れ
た
「｛
金
額
の
数
字
｝
と
い
う
（
の
は
）｛
形
容
詞

＋
金
額
｝」
と
い
う
形
の
用
例
は
延
べ
２６
例
で
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、｛
金

額
の
数
字
｝
の
大
き
さ
と
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
と
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て

は
、
こ
の
２６
例
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
金
額
の
数
字
【
単
位（

１４
）】」「
金
額
を

表
す
対
象
」「
形
容
詞
＋
金
額
」
を
表
６
に
ま
と
め
る
。

表６
金額の数字【単位】

120 億円【億】
60 万以上【万】
28 億円【億】
10 億円【億】
2億 3000 万【億】
40 兆円【兆】
300 万円【万】
5億円【億】
3億円【億】

15 億円【億】

3億円【億】

「 30 億」「 50 億」【億】

10.4 兆円【兆】

8千万ユーロ≒ 110 億円
【億】
446 億ドル≒ 4兆 8千億
円【兆】
20 億円【億】

2兆 1008 億円【兆】

90 億ドル≒ 1兆 2000 億
円【兆】
300 兆円台【兆】

約 852 万円【万】

30 兆～ 35 兆円【兆】

38 億ポンド≒ 7600 億円
【億】

1100 億円【億】

1000 億円超【億】

8億円【億】
8億円【億】

金額を表す対象
寄付額
学校のバザーの益金
ある議員が隠した税金
三重県県政の巨額の不正支出
秋田県佐佐木知事の退職金
09 年度の国の新規国債
国民一人当たりの公債費負担額
アクションライン佐川急便事件
三億円強奪事件
2002 年の 6月議会で提案された
山本寛斎氏のイベントに使う予算
三億円強奪事件
土地売買に関する会話に出た金額
の
クリーンエネルギー開発技術にか
かる費用（の合計）
あるサッカー選手を引き抜く移籍
金額
米マイクロソフト（ＭＳ）対米ヤ
フーの買収金額
映画「ヒロシマ」の製作費
2000 年二月末期の有利子負債の
総額
多国籍軍を支援するための補正予
算
債券市場の月間売買高
2017 年 9 月末時点での国の借金
総額［注： 1080 兆円］の国民１
人当たり
日銀総裁が設定した日銀に積み上
げる当座預金残高目標
ワラント債を中心とするマネーゲ
ームで六年間で生み出した取引の
総額
大和銀行ニューヨーク支店の嘱託
行員が穴埋めに有価証券を売却し
た損害
五輪施設計画の「海の森水上競技
場」の施設整備費および諸経費を
含める経費の総額
ある政治家の巨額借金問題の金額
ある政治家の巨額借金問題の金額

す
ご
い
金
額

と
て
つ
も
な
い
金
額

と
ほ
う
も
な
い
金
額

と
ん
で
も
な
い

金
額
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さ
ら
に
、
表
６
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
お
け
る
【
兆
】

【
億
】【
万
】
各
単
位
の
使
用
率
に
つ
い
て
、
表
７
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

表
７
よ
り
、「
す
ご
い
金
額
」「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」「
と
ん
で
も
な
い

金
額
」
が
最
も
共
起
し
や
す
い
金
額
は
【
億
】
単
位
で
あ
り
、「
と
ほ
う
も

な
い
金
額
」
が
最
も
共
起
し
や
す
い
金
額
は
【
兆
】
単
位
で
、
し
か
も
使
用

率
の
半
分
を
占
め
て
い
る
。

一
方
、
金
額
の
数
字
の
単
位
側
か
ら
見
る
と
、【
兆
】
の
用
例
が
確
認
さ

れ
る
の
は
「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
６
例
と
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
１
例

で
あ
る
。【
億
】
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
の
は
「
す
ご
い
金
額
」
４
例
、「
と

て
つ
も
な
い
金
額
」
４
例
、「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
５
例
、
そ
し
て
「
と

ん
で
も
な
い
金
額
」
３
例
で
あ
る
。【
万
】
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
の
は
「
す

ご
い
金
額
」
１
例
、「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
１
例
、
そ
し
て
「
と
ほ
う
も

な
い
金
額
」
１
例
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、[

｛
金
額
の
数
字
｝
と
い
う
（
の
は
）｛
形
容
詞
＋
金

額
｝﹈
と
い
う
形
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
｛
金
額
の
数

字
｝
の
単
位
が
【
億
】
以
上
の
も
の
が
【
万
】
の
も
の
よ
り
圧
倒
的
に
多
い

こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、【
兆
】
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
の
は
「
と
ほ
う
も

な
い
金
額
」
と
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
だ
け
で
あ
る
が
、「
と
ほ
う
も
な

い
金
額
」
の
半
分
が
【
兆
】
で
あ
る
こ
と
や
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
の

【
兆
】
の
用
例
数
が
１
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、「
と
ほ
う
も
な
い
金

額
」
と
共
起
し
や
す
い
｛
金
額
の
数
字
｝
が
最
も
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
調
査
で
得
ら
れ
た
用
例
数
が
多
い
と
は
言
え
な
い
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
と
最
も
共
起
し
や
す
い
金
額
の
数
字
の
単
位

と
の
傾
向
に
つ
い
て
の
よ
り
正
し
い
判
断
は
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ

の
傾
向
は
今
後
検
証
し
て
い
く
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

本
項
の
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
と
、[

｛
金
額
の
数
字
｝
と
い
う
（
の
は
）

｛
形
容
詞
＋
金
額
｝﹈
と
い
う
形
で
使
わ
れ
て
い
る
文
脈
で
は
、
著
し
く
共
起

表７

とんでも
ない金額

3

0（ 0％）

3（ 100％）

0（ 0％）

とほうも
ない金額

12

6（ 50％）

5（ 41.7％）

1（ 8.3％）

とてつも
ない金額

6

1（ 16.7％）

4（ 66.7％）

1（ 16.7％）

すごい金額

5

0（ 0％）

4（ 80％）

1（ 20％）

〈金額の数字イコ
ール金額の程度が
大きいことの文
脈〉の用例数

【兆】の用例数
（使用率％）（１５）

【億】の用例数
（使用率％）

【万】の用例数
（使用率％）
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し
や
す
い
の
は
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
と
「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
で
あ

り
、
そ
の
中
で
共
起
し
や
す
い
｛
金
額
の
数
字
｝
が
最
も
大
き
い
の
は
「
と

ほ
う
も
な
い
金
額
」
で
あ
る
。

三
―

四
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉

｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
後
ろ
に
助
詞
の
「
が
」「
の
」「
を
」「
は
」
や

「
に
関
す
る
」
が
来
る
も
の（

１６
）で
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ

る
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・「｛
形
容
詞
＋
金
額
｝」
が
／
の
／
を
／
は

支
持
率
急
降
下
に
危
機
感
を
覚
え
た
安
倍
首
相
が
「
白
紙
撤
回
」
を
宣

言
し
て
仕
切
り
直
し
と
な
っ
た
が
、
実
は
ボ
ー
ト
競
技
場
や
他
の
施
設

で
も
途
方
も
な
い
金
額
が
計
上
さ
れ
、
計
２
兆
円
を
超
え
て
し
ま
う
と

い
う
試
算
も
明
る
み
に
出
て
し
ま
っ
た
。

（
朝
日
新
聞

２
０
１
５
・
０９
・
１５
）

デ
フ
レ
は
需
要
不
足
の
状
態
で
あ
る
。
な
ぜ
需
要
が
不
足
し
た
の
か
？

原
因
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、（
中
略
）
原
因
は
何
で
あ
れ
、
需
要
不

足
状
態
な
ら
、
デ
フ
レ
対
策
と
は
公
共
政
策
に
よ
っ
て
需
要
を
追
加
す

る
こ
と
だ
。
小
泉
首
相
よ
り
前
の
内
閣
は
い
ず
れ
も
そ
う
考
え
て
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
途
方
も
な
い
金
額
の
借
金
を
し
て
公
共
事
業
を
増

や
し
て
き
た
。

（
毎
日
新
聞

２
０
０
４
・
０１
・
０６
）

バ
ブ
ル
経
済
を
支
え
た
金
融
機
関
は
も
の
す
ご
い
金
額
の
不
良
債
権
を

抱
え
て
、
破
た
ん
す
る
と
こ
ろ
が
相
次
い
だ
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
０
・
０１
・
０１
）

市
政
は
い
ま
、
明
ら
か
に
異
常
な
路
線
を
走
っ
て
い
る
。
大
事
業
を
や

る
場
合
、
じ
っ
く
り
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
考
え
て
や
る
べ
き
な
の
に
、

今
の
市
政
は
正
反
対
だ
。
と
て
つ
も
な
い
金
額
を
軽
率
に
決
め
て
、
市

民
生
活
を
締
め
上
げ
て
金
を
浮
か
せ
る
。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
０
・
０４
・
２４
）

日
本
の
国
際
電
話
は
高
い
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
実
際
、
日
本
か
ら
海

外
に
国
際
電
話
を
か
け
る
と
、
と
て
つ
も
な
い
金
額
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

（
毎
日
新
聞

１
９
９
７
・
１０
・
０７
）

「
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
な
ら
、
一
千
万
ポ
ン
ド
（
約
二
十
三
億
八
千
万
円
）

は
出
す
だ
ろ
う
」（
マ
ー
ク
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
）

◇

マ
ー
ク
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
氏
と
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
前
英
首
相
の
長
男
、
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
氏

と
は
世
界
的
に
輪
を
広
げ
つ
つ
あ
る
英
国
の
新
聞
王
・
出
版
王
。
こ
の

途
方
も
な
い
金
額
は
、
現
在
世
界
の
出
版
界
で
最
も
注
目
を
集
め
て
い

る
サ
ッ
チ
ャ
ー
女
史
の
メ
モ
ワ
ー
ル
（
回
想
録
）
の
出
版
料
で
あ
る
。

（
朝
日
新
聞

１
９
９
１
・
０４
・
２８
）

・｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
関
す
る

最
近
は
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
比
率
が
格
段
に
増
え
た
感
が
す
る
。
気
に
な

る
の
は
、
一
部
の
選
手
た
ち
が
手
に
す
る
、
途
方
も
な
い
金
額
に
関
す

る
報
道
の
仕
方
だ
。

（
毎
日
新
聞

２
０
０
８
・
１２
・
０８
）

こ
れ
ら
の
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
分

類
さ
れ
る
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
用
例
が
そ
れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝

の
全
て
の
用
例
の
中
で
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
表
８
の
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

表
８
か
ら
、｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
の
が
「
も
の

す
ご
い
金
額
」「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
見
て
と

れ
る
。
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表８

と
ん
で
も
な
い
金
額

33

1

0

2

5

0

8

24
・
2
％

と
ほ
う
も
な
い
金
額

73

3

1

3

5

1

13

17
・
8
％

と
て
つ
も
な
い
金
額

32

2

0

2

2

0

6

18
・
8
％

も
の
す
ご
い
金
額

23

1

0

4

1

0

6

26
・
1
％

す
ご
い
金
額

62

1

0

4

6

0

11

17
・
7
％

全
用
例
数

「
が
」

「
は
」

「
の
」

「
を
」

「
に
関
す
る
」

計

割
合（
％
）（１７
）

三
―

五
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ

る
文
脈
〉

〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に

分
類
さ
れ
る
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・「｛
形
容
詞
＋
金
額
｝」（＝

会
話
引
用
）

Ｉ
Ｒ
Ｓ
﹇
注
：
米
国
・
内
国
歳
入
庁
﹈
か
ら
移
転
価
格
税
制
に
基
づ
く

追
徴
課
税
を
受
け
た
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、ま
ず
「
途
方
も
な
い
金
額
」

（
家
電
メ
ー
カ
ー
）
に
驚
き
、
戸
惑
う
。

（
読
売
新
聞

１
９
９
５
・
０１
・
０９
）

徳
島
市
が
老
朽
化
で
解
体
さ
れ
る
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
の
代
替
施
設
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
西
側
に
建
設
を
計
画
し
て
い
る
新
た
な
音
楽
・
芸

術
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
市
は
３１
日
、
総
事
業
費
を
１
４
１
億
円
と
す
る

基
本
計
画
を
公
表
し
た
。（
中
略
）
市
議
会
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委

員
会
で
示
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」「
開
館
時
期

が
遅
す
ぎ
る
」
と
批
判
が
相
次
い
だ
。

（
読
売
新
聞

２
０
１
８
・
０６
・
０１
）

川
柳
の
愛
好
家
で
つ
く
る
「
川
柳

雑
草
の
会
」
の
１１
月
例
会
が
２３
日

に
高
松
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
出
席
者
１１
人
に
「
解
散
・
総

選
挙
」
を
テ
ー
マ
に
２
句
ず
つ
詠
ん
で
も
ら
っ
た
。（
中
略
）
出
席
者

ら
は
「
選
挙
に
は
７
０
０
億
円
ぐ
ら
い
か
か
る
ん
だ
と
」「
す
ご
い
金

額
や
な
」
と
感
想
を
語
り
合
っ
て
い
た
。

（
朝
日
新
聞

２
０
１
４
・
１１
・
２７
）

・｛
形
容
詞
＋
金
額
｝（＝

一
文
）

主
婦

内
田
秀
子
（
広
島
県

５９
）

安
倍
晋
三
首
相
は
消
費
増
税
を
見
送
っ
て
参
院
選
を
戦
お
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
。
１
人
あ
た
り
約
６
４
４
万
円
に
も
な

る
国
の
借
金
が
あ
る
の
に
、
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
。
５
人
家
族
だ
と

３
千
万
円
以
上
の
借
金
を
い
や
応
な
し
に
背
負
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す

よ
。
と
ん
で
も
な
い
金
額
。

（
朝
日
新
聞

２
０
１
６
・
０６
・
１７
）

・｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
と
感
慨
深
げ
。

オ
リ
ッ
ク
ス
・
佐
藤
義
則
投
手
（
四
〇
）

二
千
五
百
万
円
増
の
一
億

一
千
五
百
万
円
。
現
役
最
年
長
投
手
は
初
の
大
台
到
達
に
、「
周
り
を

見
る
と
大
し
た
こ
と
な
い
が
、や
っ
ぱ
り
す
ご
い
金
額
」
と
感
慨
深
げ
。
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（
朝
日
新
聞

１
９
９
４
・
１２
・
２９
）

・（
会
話
的
な
文
体
に
お
い
て
）
〜
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
だ
／
で
す

（
同
じ
意
味
・
機
能
を
持
つ
助
動
詞
も
含
む
）（
活
用
形
を
含
む
）

大
手
銀
行
総
務
部
長
が
筆
者
に
そ
の
本
音
を
語
っ
た
（
中
略
）

―
―
や
は
り
、
相
当
量
の
情
報
雑
誌
の
購
読
は
あ
る
の
で
す
か
？

一
つ
の
特
許
に
２
０
０
億
円
―
―
「
世
界
の
発
明
」
と
は
い
え
、
対
価

と
し
て
空
前
の
支
払
い
を
命
じ
た
判
決
に
、
衝
撃
が
広
が
っ
た
。（
中

略
）
自
動
車
大
手
ホ
ン
ダ
の
雨
宮
高
一
副
社
長
は
「
す
ご
い
金
額
だ

な
」。

（
朝
日
新
聞

２
０
０
４
・
０１
・
３１
）

Ａ
﹇
注
：
兵
庫
県
﹈
県
の
今
年
度
の
当
初
予
算
は
一
般
会
計
で
２

兆
１
１
７
３
億
円
。
全
国
で
５
番
目
に
大
き
な
額
で
す
。
補
正
予
算
は

一
般
会
計
１
８
０
４
億
円
。
こ
れ
ら
の
お
金
で
、
１
年
間
の
仕
事
を
進

め
ま
す
。

Ｑ

す
ご
い
金
額
だ
ね
。
実
際
に
働
く
職
員
は
何
人
く
ら
い
い
る
の
？

（
毎
日
新
聞

２
０
０
９
・
０６
・
１７
）

以
上
の
用
例
の
よ
う
に
、
文
の
中
で
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ

メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
て
い
る
と
読
み
と
れ
る
も
の
が
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝

が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
分
類

さ
れ
る
用
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の
全
て
の
用
例
の
中
で

占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
表
９
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に

使
わ
れ
て
い
る
用
例
の
割
合
が
最
も
著
し
い
の
は
、「
す
ご
い
金
額
」
で
あ

り
、
次
に
「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
す
ご
い
金
額
」
の

３
分
の
１
以
上
が
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ

れ
る
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
お
り
、「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
の
お
よ
そ
４
分

の
１
が
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

こ
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
、〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト

的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、「
す
ご
い
金
額
」
の

一
つ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。ま
た
、〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・

コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
「
と
ん
で
も
な
い

金
額
」
の
一
つ
の
特
徴
だ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

表９

と
ん
で
も
な
い
金
額

３３

８

２４
・
２
％

と
ほ
う
も
な
い
金
額

７３

１１

１５
・
１
％

と
て
つ
も
な
い
金
額

３２

３

９
・
４
％

も
の
す
ご
い
金
額

２３

２

８
・
７
％

す
ご
い
金
額

６２

２２

３５
・
５
％

全
用
例
数
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝

が
感
想
的
・
コ
メ

ン
ト
的
に
使
わ
れ

る
文
脈
〉の
用
例
数
割
合
（
％
）（１８
）
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四

ま
と
め

今
回
考
察
対
象
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
に
つ
い
て
、
各

〈
文
脈
〉
に
お
い
て
の
使
用
率
お
よ
び
最
も
使
わ
れ
て
い
る
文
体
を
以
下
の

表
１０
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
１０
に
よ
る
と
、
考
察
対
象
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
の

特
徴
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・「
す
ご
い
金
額
」
は
、
会
話
的
な
文
体
で
最
も
使
わ
れ
て
お
り
、
用
例

の
七
割
以
上
（
７４
・
２
％
）
が
会
話
的
な
文
体
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、「
す
ご
い
金
額
」
は
口
頭
語
的
な
語
の
性
質
が
強
い
と
推
測

さ
れ
る
。
一
方
、「
す
ご
い
金
額
」
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
文
脈

は
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉

（
３５
・
５
％
）
で
あ
る
。「
す
ご
い
金
額
」
の
用
例
の
３
分
の
１
以
上
が

〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、「
す
ご
い
金
額
」
は
感
想
的
・
コ
メ
ン

ト
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

・「
も
の
す
ご
い
金
額
」
は
文
章
語
的
な
文
体
で
最
も
使
わ
れ
て
お
り
、

用
例
の
半
分
以
上
（
５６
・
５
％
）
が
文
章
語
的
な
文
体
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、「
も
の
す
ご
い
金
額
」
は
文
章
語
的
な
語
の
性
質
が

比
較
的
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、「
も
の
す
ご
い
金
額
」
が
最
も

使
わ
れ
て
い
る
文
脈
は
〈
推
定
の
文
脈
〉（
２６
・
１
％
）
と
〈｛
形
容
詞

＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉（
２６
・
１
％
）
で
あ
り
、

ど
ち
ら
も
「
も
の
す
ご
い
金
額
」
の
用
例
の
４
分
の
１
以
上
の
使
用
率

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、「
も
の
す
ご
い
金
額
」
は

表１０

とんでも
ない金額
会話的な
文体

（５１．５％）

３０．３％

９．１％

９．１％

２４．２％

２４．２％

３．１％

とほうも
ない金額
文章語的
な文体
（６１．６％）

９．６％

１６．４％

１６．４％

１７．８％

１５．１％

２４．７％

とてつも
ない金額
文章語的
な文体

（４６．９％）

３．１％

２５％

１８．８％

１８．８％

９．４％

２４．９％

ものすご
い金額
文章語的
な文体

（５６．５％）

２６．１％

１７．４％

０％

２６．１％

８．７％

２１．７％

すごい
金額

会話的な
文体

（７４．２％）

１４．５％

９．７％

８．１％

１７．７％

３５．５％

１４．５％

最も使われている文体
（使用率％）

〈推定の文脈〉の使用率
（％）
〈ある基準においては金額の
程度が大きい文脈〉の使用率
（％）
〈金額の数字イコール金額の
程度が大きいことの文脈〉の
使用率（％）
〈｛形容詞＋金額｝が代名詞的
に使われる文脈〉の使用率
（％）
〈｛形容詞＋金額｝が感想的・
コメント的に使われる文脈〉
の使用率（％）
（以上の〈文脈〉以外に未分
類のものの使用率（％）（１９）
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〈
推
定
の
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

・「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
は
文
章
的
な
文
体
で
最
も
使
わ
れ
て
お
り
、

用
例
の
半
分
近
く
（
４６
・
９
％
）
が
文
章
的
な
文
体
に
使
わ
れ
て
い

る
。
一
方
、「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
が
最
も
使
わ
れ
て
い
る
文
脈
は

〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉（
２５
％
）
で
あ

り
、「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
の
用
例
の
４
分
の
１
ぐ
ら
い
が
〈
あ
る

基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
あ
る
基
準
に
お
い
て
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
表
す

の
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
「
と
て
つ
も
な
い
金
額
」
の
一
つ
の
特
徴
と
し

て
指
摘
で
き
よ
う
。

・「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
は
文
章
的
な
文
体
で
最
も
使
わ
れ
て
お
り
、

用
例
の
六
割
以
上
（
６１
・
６
％
）
が
文
章
的
な
文
体
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
は
文
章
的
な
語
の
性
質
が
比

較
的
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
が
最
も

使
わ
れ
て
い
る
文
脈
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
考
察
結
果
か
ら
見
る
と
、

〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉（
１７
・
８
％
）

が
最
も
使
わ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
二
番
目
に
使
わ
れ
て
い
る

〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉（
１６
・
４
％
）

と
〈
金
額
の
数
字
イ
コ
ー
ル
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
の
文
脈
〉

（
１６
・
４
％
）
や
、
三
番
目
に
使
わ
れ
て
い
る
〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が

感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉（
１５
・
１
％
）
と
は
使
用

率
（
１７
・
８
％
・
１６
・
４
％
・
１５
・
１
％
）
に
大
差
は
な
い
こ
と
か
ら

考
え
れ
ば
、「
と
ほ
う
も
な
い
金
額
」
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
使
わ
れ

や
す
い
な
ど
の
特
徴
は
ま
だ
未
詳
で
あ
る
。

・「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
は
会
話
的
な
文
体
で
最
も
使
わ
れ
て
お
り
、

用
例
の
半
分
以
上
（
５１
・
５
％
）
が
会
話
的
な
文
体
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
は
口
頭
語
的
な
語
の
性
質
が

比
較
的
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
が
最

も
使
わ
れ
て
い
る
文
脈
は
〈
推
定
の
文
脈
〉（
３０
・
３
％
）
で
あ
り
、

「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
の
用
例
の
三
割
以
上
が
〈
推
定
の
文
脈
〉
に

使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
番
目
に
使
わ
れ
て
い
る
文
脈
は
〈｛
形
容

詞
＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉（
２４
・
２
％
）
と
〈｛
形

容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉（
２４
・

２
％
）
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
の
用
例
の
４
分

の
１
近
く
の
使
用
率
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
〈
文
脈
〉
の
使
用

率
を
合
わ
せ
る
と
７８
・
７
％
に
な
り
、「
と
ん
で
も
な
い
金
額
」
の
用

例
の
八
割
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、

〈
推
定
の
文
脈
〉
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
や
、感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
「
と

ん
で
も
な
い
金
額
」
の
特
徴
だ
と
見
て
と
れ
る
。

注

（
１
）『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
）
を
利
用
す

る
こ
と
で
、「
す
ご
い
渋
滞
・
す
さ
ま
じ
い
渋
滞
・
も
の
す
ご
い
渋
滞
・

と
て
つ
も
な
い
渋
滞
・
と
ん
で
も
な
い
渋
滞
・
は
げ
し
い
渋
滞
・
ひ
ど
い

渋
滞
」「
い
ち
じ
る
し
い
ス
ピ
ー
ド
・
お
そ
ろ
し
い
ス
ピ
ー
ド
・
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
・
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
・
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
ド
・
も
の
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
・
と
て
つ
も
な
い
ス
ピ
ー
ド
・
と
ん
で
も
な
い
ス
ピ
ー
ド
」

「
い
ち
じ
る
し
い
痛
み
・
す
さ
ま
じ
い
痛
み
・
も
の
す
ご
い
痛
み
・
と
て
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つ
も
な
い
痛
み
・
と
ん
で
も
な
い
痛
み
・
は
げ
し
い
痛
み
・
ひ
ど
い
痛
み
・

は
ん
ぱ
な
い
痛
み
」「
す
ご
い
暑
さ
・
す
さ
ま
じ
い
暑
さ
・
も
の
す
ご
い

暑
さ
・
た
ま
ら
な
い
暑
さ
・
と
て
つ
も
な
い
暑
さ
・
は
げ
し
い
暑
さ
・
ひ

ど
い
暑
さ
」
な
ど
の
用
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
２
０
２
０
年
９
月
に
用
例
を
収
集
し
た
。

（
３
）
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
語
辞
書
の
用
例
を
検
討
す
る
中
で
、｛
形
容
詞

＋
被
修
飾
語
｝
の
用
例
は
主
に
肯
定
表
現
で
使
わ
れ
て
い
る
と
想
定
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
も
、
三
新
聞
社
の
用
例
の
中
で
、「
す
ご
い

金
額
じ
ゃ
な
い
」「
途
方
も
な
い
金
額
で
は
な
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、
〝

形
容
詞
＋
金
額
＋
否
定
表
現
〞
と
い
う
よ
う
な
用
例
は
用
例
数
に
数
え
な

い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、「
と
ん
で
も
な
い
金
額
の
生
命
保
険
が
掛
け
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
（
読
売
新
聞
２
０
０
３
・
１０
・
１０
）」
と

い
う
用
例
も
上
述
し
た
否
定
表
現
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
４
）
用
例
は
三
―

一
に
示
す
。

（
５
）
用
例
は
三
―

二
に
示
す
。

（
６
）
用
例
は
三
―

三
に
示
す
。

（
７
）
用
例
は
三
―

四
に
示
す
。

（
８
）
用
例
は
三
―

五
に
示
す
。

（
９
）
〝
仮
定
条
件
の
推
定
〞
の
用
例
数
÷
全
て
の
用
例
数
×
１
０
０
％

（
１０
）
〝
主
に
常
識
的
な
考
え
方
で
の
推
定
〞
の
用
例
数
÷
全
て
の
用
例
数
×

１
０
０
％

（
１１
）〈
推
定
の
文
脈
〉
の
用
例
数
÷
全
て
の
用
例
数
×
１
０
０
％

（
１２
）〈
あ
る
基
準
に
お
い
て
は
金
額
の
程
度
が
大
き
い
文
脈
〉
の
用
例
数
÷
全

て
の
用
例
数
×
１
０
０
％

（
１３
）〈
金
額
の
数
字
イ
コ
ー
ル
金
額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
の
文
脈
〉
の
用
例

数
÷
全
て
の
用
例
数
×
１
０
０
％

（
１４
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
金
額
の
数
字
の
単
位
を
【
兆
】【
億
】【
万
】
に
分

け
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

（
１５
）
そ
の
単
位
の
用
例
数
÷
〈
金
額
の
数
字
イ
コ
ー
ル
金
額
の
程
度
が
大
き

い
こ
と
の
文
脈
〉
の
用
例
数
×
１
０
０
％

（
１６
）[

｛
金
額
の
数
字
｝
と
い
う
（
の
は
）｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
＋
が
／
の
／

を
／
は
（
な
ど
の
助
詞
）﹈
と
い
う
形
の
用
例
は
、
明
確
に
｛
金
額
の
数

字
｝
が
出
て
く
る
上
に
、
そ
の
｛
金
額
の
数
字
｝
が
金
額
の
大
き
い
こ
と

に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
三
―

三
の
〈
金
額
の
数
字
イ
コ
ー
ル
金

額
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
の
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
、
三
―

四
の
〈｛
形
容
詞

＋
金
額
｝
が
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
に
分
類
さ
れ
な
い
。

（
１７
）〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
を
代
名
詞
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
の
用
例
数
÷
全

て
の
用
例
数
×
１
０
０
％

（
１８
）〈｛
形
容
詞
＋
金
額
｝
が
感
想
的
・
コ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
文
脈
〉
の

用
例
数
÷
全
て
の
用
例
数
×
１
０
０
％

（
１９
）
以
上
の
各
〈
文
脈
〉
の
使
用
率
を
合
わ
せ
た
数
字
（
％
）
を
１
０
０
％

で
引
く
計
算
で
得
ら
れ
た
使
用
率
で
あ
る
。

主
要
参
考
文
献

田
忠
魁
・
泉
原
省
二
・
金
相
順
（
１
９
９
８
）『
日
本
語
類
似
表
現
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
違
い
を
例
証
す
る

類
義
語
使
い
分
け
辞
典
』
研
究
社

中
村
明
・
芳
賀
綏
・
森
田
良
行
（
２
０
０
５
）『
三
省
堂

類
語
新
辞
典
』
三

省
堂

松
井
栄
一
（
２
０
０
８
）『
ち
が
い
が
わ
か
る

類
語
使
い
分
け
辞
典
』
小
学

館

蕭
惠
文
（
２
０
２
０
）「「
量
の
程
度
が
大
き
い
意
味
を
表
す
」
形
容
詞
に
つ
い

て
」『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
２６

（
し
ゃ
お

ほ
ぅ
い
う
ぇ
ん

大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学
生
）
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